
　環境に配慮した農業を行って
いる人を支援するため、環境保
全型農業直接支払交付金を交付
しています。対象となる人で、ま
だ申請をしていない場合は申請
してください。
対　象
　エコファーマー認定を受けて
　いる農業者
　農業環境規範に基づく点検を
　行っている農業者
支援対象
　化学肥料、化学合成農薬を5
　割以上低減する取り組みとカ
　バークロップ（※１）の作付け
　を組み合わせた取り組み
　化学肥料、化学合成農薬を5
　割以上低減する取り組みとリ
　ビングマルチ（※2）を組み合
　わせた取り組み
　化学肥料、化学合成農薬を5
　割以上低減する取り組みと草
　生栽培（※3）を組み合わせた
　取り組み

　化学肥料・農薬を使用せず、遺
　伝子組み換え技術を利用しな
　い有機農業の取り組み
支援単価
　国…10アール当たり4,000円
　市…10アール当たり4,000円
申し込み　農林水産政策課にあ
　る申請書に必要事項を記入し
　て提出
締め切り　7月2日（月）

　農業経営の安定と国内生産力
の確保を図るため、今年度も「農

業者戸別所得補償制度」が実施
されます。交付要件などを確認し、
申請手続きをしてください。詳
しくは、農林水産政策課または、
東海農政局津地域センター（　
0120－38－3786）へお問い合わ
せください。
対象者　交付対象作物を販売目
　的で生産（耕作） 
　する販売農家、集
　落営農組織（営農
　グループ）
締め切り　7月2日
　（月）

　津藩が藤堂高虎の功績をまと
めた「聿脩録」の刊行に当たり、
水戸藩をはじめとする関係者と
やりとりした18通の書簡を翻字・
収録しました。
販売価格　600円
販売開始日　6月4日（月）
販売場所　教委生涯学習課、教
　委各事務所、文化振興課

　　電話番号　　ファクス　　Ｅメール
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農林水産政策課
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環境保全型農業
直接支払交付金

農林水産政策課
　229－3172　　229－3168

農業者戸別所得補償制度

教委生涯学習課
　229－3251　　229－3257

平松楽斎文書35「聿脩録

関係往復書簡(二)」を販売
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カバークロップ…化学肥料、化
学合成農薬を5割以上低減する
取り組みの前後いずれかに緑肥
などを作付けする取り組み
リビングマルチ…化学肥料、化
学合成農薬を5割以上低減する
取り組みを行う作物の畝間に麦
類や牧草などを作付けする取り
組み
草生栽培…化学肥料、化学合成
農薬を5割以上低減する取り組
みを行う園地に麦類や牧草など
を作付けする取り組み

　ガソリンなどの石油類は、私たちの生活の中で、
欠かすことのできないものとなっています。こ
のような危険物の保安に対する意識の高揚と
啓発を推進するため、6月の第2週を危険物安
全週間としています。
　最近ではセルフ式ガソリンスタンドが普及し、
静電気による火災、噴きこぼれなどの事故が発
生しています。安全に給油などを行うため、ド
ライバーの皆さんは、次のことをしっかり守り
ましょう。
　車のエンジンを切り、燃料の種類をしっかり
　把握・確認しましょう
　給油キャップを開放する前に必ず静電気除去
　シートに触れましょう

　給油作業は正しい手順で確実に行いましょう
　 1 給油ノズルは、止まるところまで確実に差
　　し込む
　2 給油ノズルのレバーは、止まるところまで
　　確実に引く
　3 自動的に給油が止まったら、それ以上の給
　　油はしない
　4 給油後は、給油ノズルを確実に元の位置に
　　戻す
　給油の際は、給油口から可燃性蒸気が噴き出
　します。近くでたばこを吸ったり、ライターに
　火を付けたり絶対にしないようにしましょう
　ドライバー自らガソリンを携行缶などの容器
　に入れることは、やめましょう

問い合わせ　予防課　　254－0355　　256－7755

※1

※2

※3

6月3日～9日は

「危険物　めざせ完封　ゼロ災害」
6月3日～9日は危険物安全週間
「危険物　めざせ完封　ゼロ災害」

か ん  け い  お う  ふ く  し ょ  か ん

（平成24年度危険物安全週間推進標語）
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